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１月は、６日（土）から開館します。
休館日は、毎週月曜日と１月９日（火）です。

ロビー展「斜里の鉄道～根北線と斜里駅」
  12月9日（土）～1月21日（日）

◆１月の博物館講座◆

 
１月の休館日

アカゲラの初列風切 

　期間中はプラレールの線路を設置しています。モーター
付き車両を持参すれば、走行させることができます。冬
休み期間なので、子どもたちもどんどん遊びに来てね！ 

　博物館ドームの大型天体望遠鏡で、オリオン座
大星雲・アンドロメダ大星雲・プレアデス星団（す
ばる）を観察します。ウルトラマンの生まれた星
として有名（？）なＭ７８散光星雲も探します。
参加者には星座の天体写真を差し上げます。 
●博物館集合・解散●定員２０名●寒くない服装
●参加費：大人 200 円・小中学生無料●要申込
み●担当：合地学芸員 

　澄みきった冬の夜空には、シ
リウスなどの多くの一等星が輝
いています。また、オリオン座
やおおいぬ座など有名な星座の
多い季節でもあります。 

　ロビー展最終日の前日、開業 50 周年にあたる
根北線と、斜里町の玄関として町の開拓と発展に
貢献した斜里駅の歴史について、ロビー展の展示
解説を行います。さらに、会場に展示しきれなかっ
た貴重な写真をスライドでお見せいたします。 
●交流記念館ロビー集合・解散●申込み不要●参
加費：無料●担当：宮内研修員 

☆なつかしい写真の展示 
～昔の斜里駅、根北線の開業から廃止まで、活気があっ
た斜里駅構内の様子などの写真を展示。 
☆はくぶつかんプラレールひろば 
～自分のプラレールを持って集まろう！ 
☆「根北線お別れ列車乗車記念しおり」を復刻。 
ご希望の方に差し上げます。（お一人様一枚限り） 
☆鉄道ビデオ上映中 
～（奇数日）前面展望ビデオ「快速しれとこ」（偶数日）
釧網本線 
☆Nゲージレイアウト～「斜里駅 1970」制作中！ 

月号月号

☆ロビー展５つの見どころ

●トピックス●雪の積もった朝に出勤すると博物館前を横切ったキツネの足跡をよく見ます●通り道のようです●冬の楽しみは動物
の足跡探しです●エゾユキウサギやイタチ類の姿を見る事は稀ですが、見つけた足跡を追って、その行動を推測しています●そろそろ流
氷の動きが気になる季節です●昨年の斜里は1月25日に流氷初日・接岸初日、ウトロは1月19日流氷初日、1月24日接岸初日●今年は
どうでしょうか（しま）●プラレールを持った子ども達が通ってきています●違う用件で訪れた人も思わず見入ってしまう「鉄道」の魅力●
鉄道マニア「テツ」の多さにビックリです●「テツ」同志が話したらとまらない・・・●違う世界を知った今回のロビー展です（ひら） 

●たくさんのふしぎ 2007 年 1
月号･「知床ｰわたしの動物カレ
ンダー」●斜里町在住の絵本作
家あかしのぶこさんの新しい絵
本です●今回はご主人で獣医の
増田泰氏（斜里町役場自然保護
勤務）が博物館勤務の頃の文を
書き、あかしさんが絵を描いて
います●たくさんの動物たちが
描かれています●１冊 700 円 

●しれとこ植物画同好会講師の清水
晶子さん（呼人在住の植物画家）の
植物画と文章が日記帳になりました
●清水先生のボタニカルアートは道
新の夕刊でお馴染みですね●北海道
新聞社刊、１冊 2,310 円●オールカ
ラーＡ５版●３年連用のフリー日記

●中川元館長の「世界遺産・知床がわかる本」（岩波ジュニア新書 882 円）
も好評発売中●「斜里川を考える会」の絵はがき（1 枚 100 円）が出ま
した●あかしのぶこさんのイラスト●博物館のみでの販売です。 

 

知床博物館　ニュースレター　No.知床博物館　ニュースレター　No.181 181 


